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科学技術・メディア・通信（TMT）及び生活科学市場の動向 

 

アジア市場 ： TMT及び生命科学関連転換社債 

発行日 発行体 業務内容 償還日 
発行規模（百

万米ドル） 

１万米ドル

当転換株数 

転換最終

日 

2003年12

月4日 

エピスター 

（2488.TT） 

高輝度LEDチップ等の

製造及び販売 

2008年12

月4日 
30 3,999株 

2008年11

月4日 

2003年12

月2日 

ハンスター・ボ

ード 

（5469.TT） 

多層両面サーキット・ボ

ードの設計、製造及び販

売 

2008年12

月2日 
15 9,709 

2008年11

月1日 

2003年12

月1日 

フレクシウム・

インターコン 

（6269.TT） 

単面及び両面PCBの製

造及び販売 
2008年12

月1日 
17.6 9,070 

2008年11

月21日 

ナスダック及びニューヨーク証券取引所 : TMT及び生命科学関連新規公開申請 

申請日 発行体（取引所） 業種 
規模（百万

米ドル） 
業務内容 主幹事 幹事 

ナスダック／ニューヨーク証券取引所 ： TMT及び生命科学新規公開 

上場日 発行体 業務内容 
規模（百万

米ドル） 
募集価格 

2003年11月

28日の株価 

公募価格

比変化率 

 

アジア市場 ： TMT及び生命科学関連新規公開 

発行日 発行体 業務内容 
規模（百万

米ドル） 
募集価格 

2003年12月5

日の株価 

公募価格

比変化率 

2003年12

月5日 

サンフア・マイ

クロ

(072530.KS) 

（コスダック） 

プラズマTV等用のチップ

設計、製造及び販売 
8 

5,500 

ウォン 

12,300 

ウォン 
123.6％ 

2003年12

月3日 

ベリサーブ 

（3724.JP） 

（東証） 

IT製品用認証サービスの

提供 5.1 
550,000 

円 

1,730,000 

円 
214.5％ 

2003年12

月2日 

チャイニーズ・

ゲーマー 

オンライン・ゲームの開発

及び販売 
17.1 

100 

台湾ドル 

113 

台湾ドル 
13％ 
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（3083.TT） 

（グレタイ） 

2003年12

月2日 

日本ファルコン

（3723.JP）（東

証） 

パソコン用ビデオ・ゲー

ム・ソフトウェアの開発及

び販売 

3.7 
330､000 

円 

491,000 

円 
48.8％ 
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週間ハイライト 

 

国際 

ハードウェア 

発展途上国、特にアジア太平洋地域でのコンピューター出荷は今後５年間に急成長する見込み。発展

途上国でのコンピューター消費は 2007 年に全世界の 40%を占める見込み。 

モバイル/無線通信 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

NEC は中国のネット・イーズ・ドット・コムに対する携帯電話のコンテンツ供給業務を来年１月か

ら開始予定。当初は漫画のキャラクター等を供給する。その後はゲーム等を供給する予定。 

 

韓国 

ハードウェア 

三星電子は LCD の供給不足が 2004 年上半期も継続すると見込む。三星電子の TFT－LCD 部門の売

上は 2003 年通年の 51 億米ドルから 2004 年には 70 億米ドルに到達する見込み。 

三星電子は年末の需要増に対応し NAND 型フラッシュ・メモリー（NANDFM）の供給を増加させる予

定。世界のNANDFMの市場規模は今年の 73億米ドルから2005年には116億米ドルとなる見込み。 

モバイル/無線通信 

韓国の携帯電話輸出額は今年 160 億米ドルを超える見込み。11 月末現在で輸出額は既に 150 億米

ドルに達した。今年上半期 IT 関連製品輸出額は 248 億米ドルで総輸出額の 28%を占める。 

半導体 

ハイニクスの債権者はハイニクスのメモリー関連以外の事業をシティグループのファンドに約６

億米ドルで売却する可能性あり。ハイニクスは欧米での高関税で苦境に陥っている。 

ハイニクスは 0.11 ミクロン技術を駆使し 256 メガビットの DRAM チップ大量生産を開始。ハイニ

クスのメモリー・チップの大部分は 0.13 ミクロン技術を利用し製造されている。 
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中国 

インターネット 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

ソフ・ドット・コムはオンライン・ゲームの 17173 社及び不動産玄関サイトのフォーカス・ドッ

ト cn をそれぞれ 2050 万米ドル及び 1600 万米ドルで買収。両社とも利益を計上している。 

メディア、娯楽、ゲーム 

ソニーは中国で 12 月からプレーステーション２の販売を開始。北京、上海、広東、シンセン、チ

ェンドゥの５都市のみで先行発売する。プレーステーション２はこれまで 6200 万台売れている。 

モバイル/無線通信 

中国で最も人気のあるメッセージ・サービス会社の QQ はウェブ玄関サイトを開設。QQ の登録顧

客数は２億 2600 万で実働顧客数は 7100 万。QQ の従業員数 600 人で来年上場を計画している。 

 

シンガポール/マレーシア/フィリピン/インドネシア 

インターネット 

シンガポールではコンピューター不正使用防止法が施行されインターネット管理が強化されるの

でないかとの恐れが広がる。最高刑は３年以内の懲役と 5,800 米ドルの罰金。 

モバイル/無線通信 

モバイル・ワン（M1）は来年下半期の第三世代携帯電話サービス開始に自信を見せる。現在社内

の試験を継続中。M1 の顧客数は 100 万強で市場占有率は 30%以上。 

 

香港 

ハードウェア 

中国でのコンピューター及び電子部品販売のデジタル・チャイナは９月末迄の第二決算四半期に

前年同期比 11%増の 740 万米ドルの純利益を記録。売上高は 27%増の４億 7690 万米ドルだった。 

モバイル/無線通信 

CSL は第三世代携帯電話関連予算を激減させる。２億 5640 万米ドルの予算をとっていたが、実際

に使うのはその 10 から 20％に止める。2.5 世代と 2.75 世代技術に付加価値をつける方法をとる。 
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• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

スマートン通信の第三世代携帯電話（３G）導入計画は携帯電話の供給不足で遅れる。スマートン

は業界第４位で、３G 導入は来年に持ち越す。スマートンの来年の設備投資額は 5130 万米ドル。 

通信 

PCCW はマイクロソフト・アウトルックを利用し音声とデータ・メッセージを統合したメッセージ・

サービスを導入。パソコンや携帯電話等から電子メール、音声メール、ファクス等を閲覧できる。 

 

米国/カナダ 

電子商取引 

オンライン旅行会社のオービッツは新規公開で 8220 万米ドルの資金調達を予定。同業他社のエク

スペディアやトラベロシティに対抗する。オービッツは航空各社の出資で 2000 年に設立された。 

ハードウェア 

ゼロックスの 2004 年の利益予測はアナリストの平均値以下。会社側の一株当り利益予測は 67 か

ら72セントでアナリスト平均の74セントを下回る。2003年の一株利益予測は50から55セント。 

ヒューレット・パッカードは自社ブランドの大型平面スクリーン・テレビを発売の予定。デルと

ゲートウェイは既に自社ブランドのテレビ、デジタル・カメラ等を発売している。 

インテルは次世代 65 ナノメーター（NM）技術を利用したチップの試作品を作成。2005 年には量産

化の見込み。来年には 90NM チップを出荷予定。現在は 130NM チップを出荷している。 

インターネット 

連邦政府は潜在的に危険な製品に対する注意喚起のためウェブ・サイトを設置。玩具、化粧品、

医薬品、食品、ボート、自動車等の製品についての情報を得られる。 

米国の上下両院は迷惑電子メール防止について協議。法案が発効すると米国商務省に迷惑メール

お断り登録をすることができる。違反の最高刑は懲役５年或いは罰金 600 万米ドル。 

ホテルは最近になって高速ウェブ・サービスを個室内に設置。早晩ホテルは無料で高速インター

ネット・サービスを提供することになるとアナリストは見ている。 

メディア、娯楽、ゲーム 

タイム・ワーナーのアメリカ・オンライン（AO）は人事部門の幹部が他の幹部と共謀してペーパ

ー・カンパニーに不正送金したとして幹部を訴える。AO は不正会計で検察庁の捜査が入っている。 
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• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

タイム・ワーナーはパイオニア・エレクトロニクスと小売店でのケーブル・サービス付高品位テ

レビ販売で合意。ヒューズ・エレクトロニクス等の衛星放送に対する競争力を高めるため。 

ABC とその関連会社は国内に特化したニュース専門ネットワーク構築を検討中。デジタル・チャン

ネル向けの放送となる。CNN、FOX、MSNBC 等海外ニュースを含んだ局との違いを鮮明にする。 

タイム・ワーナーはワーナー・ミュージック部門をエドガー・ブロンマン主導の投資グループに

26 億米ドルで売却することに合意。ワーナー・ミュージックの四半期売上高は 10 億米ドル近い。 

モバイル/無線通信 

モトローラは今四半期に携帯電話運営各社からのカメラ付携帯電話に対する需要に応えられない

見込み。部品不足が原因。モトローラはカメラ付携帯電話部門で他社に対して後れを取っている。 

無線通信機器製造のパワーウェーブ・テクノロジーはスウェーデンのアルゴンを４億 700 万米ド

ルで買収。少なくとも年間 1500 万米ドルの経費節減になる見込み。買収完了は第一四半期の予定。 

半導体 

インテル、クアルコム及びナショナル・セミコンダクターに対して強力なチップ需要。インテル

の第四四半期売上高は 85 から 87 億米ドルの見込み。クアルコムは需要予測を上方修正した。 

ナショナル・セミコンダクターの決算第二四半期純利益はマイクロチップの売り上げ増で 10 倍以

上となる。11 月 23 日迄の四半期純利益は 6580 万米ドル。前年同期は 620 万米ドルだった。 

通信 

連邦通信委員会は AT&T ワイヤレス・サービスに対して電話番号持ち運び制度に合わせるのがなぜ

困難なのか説明を求める。新制度は 11 月 24 日に発効しているが問題のある企業がいくつかある。 

AT&T とシスコ・システムズは欧州、中東、アフリカで販売提携を拡大。シスコの技術を利用した

AT&T のネットワーキング・サービス体制を改善する。 

 

欧州 

インターネット 

迷惑メール防止用のプライバシー法採択をしなかった９カ国に対して欧州委員会はどのように法

を遵守しようとするのか問い質している。欧州委員会は迷惑メールを防止しようとしている。 

モバイル/無線通信 
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• 

• 

ボーダフォンはギリシャの子会社買収を提案。ボーダフォンはギリシャ子会社の 74.8％株式を現在保

有している。残りの株式を全部一株 7.41 米ドルで買収すると総額は７億 3030 万米ドルとなる。          

半導体 

オランダの半導体製造装置の ASML は受注見通しを上方修正。第四四半期については受注残が現象

しそうだとの見通しを修正し受注残の増加を見込んでいる。 

通信 

ドイチェ・テレコムの T コム及び固定回線部門は競合他社が音声及びデータサービスを割り引い

て再販するためにネットワーク利用を容認しなければならない。ドイツ連邦法廷の命令。 
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